
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この章では、第２次ビジョンの基本目標、基本理念について明らかにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 章 

区が目指す方向性 
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１ 基本目標 

 

 

 

 

平成 30 年 6 ⽉、目指す将来像を区⺠と共有し、区政を更に前に進めるため、グ

ランドデザイン構想を策定しました。グランドデザイン構想では、おおむね 10 年

後から 30 年後の将来像を、「暮らし」「都市」「区⺠参加と協働」の３つの分野で⽰

しています。 

第２次ビジョンでは、グランドデザイン構想に⽰す将来像を実現するための具体

的な取組を明らかにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
目指す将来像を区⺠と共有し、未来の練⾺をつくっていく 

 

グランドデザイン構想の実現 
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２ 基本理念 

 

区⺠⼀⼈ひとりの価値観は様々です。子育て中の保護者であれば、「家庭で子育て

したい」「子どもを預けて働きたい」、高齢者であれば、「いつまでも働きたい」「趣味

を楽しみながら暮らしたい」「⾃宅で介護を受けながら暮らしたい」など、望むライ

フスタイルは⼀様ではありません。 

様々な選択ができる社会の実現を目指し、知恵を絞り、工夫を重ねることで、区⺠

サービスを向上させます。 

 

 

練馬区を育てていく主役は区⺠です。区⺠⼀⼈ひとりが地域の課題を⾃分たちの問

題として考えること、そして、区⺠が区政のあらゆる場⾯に積極的に参加することが

重要です。区⺠や団体と区が地域の課題を共有し、解決に向けてともに知恵を絞る「区

⺠協働」の取組を更に増やさなければなりません。 

「参加から協働へ」更なる深化を図り、区⺠や団体と区が協働しながら、地域が抱

える様々な課題解決に⽴ち向かうことで、練馬ならではの住⺠⾃治を実現させます。 

 

 

高齢化の進展に伴い、医療や介護等に要する費用が年々増加しています。また、⽼

朽化した公共施設の維持更新にも対応しなければなりません。都市計画道路の整備率

の低さや鉄道空白地域の存在など、練馬区特有の課題も解決が迫られています。 

右肩上がりの成⻑は期待できず、税収の増加も望めないなか、区が何でも担う⾏政

運営はもはや幻想です。「あれもこれも」取り組むのではなく、「あれかこれか」を選

択する必要があります。 

区が直⾯する課題は⼤変厳しいものです。しかし、区⺠の理解と協⼒を得ながら、

着実に解決していく責務が区にはあります。区⺠サービスの向上と持続可能な⾏政運

営を実現するため、将来を⾒通した観点から施策の必要性・⽅向性を検証し、これま

での発想を転換して⾒直す「区政改革」を徹底します。 

②区⺠協働による住⺠自治 

③区政改革の徹底 

①区⺠サービスの向上 
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